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骨格系の制御に関わる転写因子と
骨粗鬆症におけるその異常
（2000-2004　特定領域研究）

骨芽細胞の分化誘導シグナルの解
明とその骨形成促進治療法の開発
への応用
（2002-2004　基盤研究（B））

骨格系のホメオスターシス維持と病
態発症に関わる分子制御機構の解
明と治療法の開発
（2005-2007　基盤研究（A））

骨格系の制御システムと脂肪・血管
制御系との連関およびその異常に
基づく病態の解明
（2008-2010　基盤研究（A））

JAXA宇宙環境利用に関する公募地上研究
「力学的負荷による骨芽細胞系の活性化経路
においてc-fosとその類縁遺伝子の果たす役割」
（1998-2000）

JAXA宇宙環境利用に関する公募地上研究
 「力学的負荷による骨形成促進シグナルにおけ
るAP-1/IL-11カスケードの役割」
（2001-2003）

JAXA宇宙環境利用に関する公募地上研究
「骨への力学的負荷によるアポトーシス制御とそ
の分子機序の解明」（2005-2007）

NASA-JAXA国際共同研究
「ビスフォスフォネート剤を用いた骨量減少・尿路
結石予防対策」（2007-  ）

無重力空間では体に体重の負荷がかからな
いため、宇宙に長期滞在すると骨密度が低下
することから、地球帰還後に骨折する危険が
増し、長期間のリハビリを強いられるという問
題があった。

2009年以降に国際宇宙ステーション（ISS）
に長期滞在した若田光一さんや野口聡一さ
んら5人に、骨粗しょう症の治療薬「ビスフォス
フォネート」の投薬実験を行った結果、投薬を
受けていない宇宙飛行士は、滞在前に比べて
骨密度が太ももの骨で平均7％下がったのに
対し、投薬を受けた場合は平均約1％の減少
にとどまった。骨からカルシウムが溶け出すこ
とを抑制することにより、尿路結石の原因とな
る尿中のカルシウム濃度上昇も抑制できた。

宇宙飛行士の健康維持に薬が役立つことを
検証。より長期間欠投与などが可能な新たな
骨粗しょう症治療薬の開発に期待。

ラットの尾部懸垂実験と回転ケージを用いた運
動負荷実験

宇宙飛行士のうち、運動のみの対照群では骨密度が全ての部位
で低下したのに対し、ビスフォスフォネート治療群では大腿骨の骨密
度減少が防止され、腰椎は逆に増加していた。

地上での長期臥床実験

宇宙での長期滞在による骨密度低下の抑制方法発見


